『赤光』の編纂と「アララギ」の編輯 by 安森 敏隆 & YASUMORI Toshitaka
『
赤
光
」
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯安
森
敏
隆
一
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
斎
藤
茂
吉
の
第
一
歌
集
『
赤
光
』
は
、
大
正
二
(1
9
1
3
)
年
十
月
十
五
日
に
東
雲
堂
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
三
十
八
(
1
9
0
5
)
年
か
ら
大
正
二
(
1
9
1
3
)
年
八
月
ま
で
の
八
百
三
十
四
首
が
、
逆
年
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
、
斎
藤
茂
吉
・
柿
乃
村
人
・
中
村
憲
吉
・
小
泉
千
樫
の
四
人
の
共
著
の
『馬
鈴
薯
の
花
』
が
構
想
さ
れ
、
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
五
巻
第
十
一
号
(大
正
元
年
十
一
月
一
日
号
)
の
「広
告
」
で
あ
る
「近
刊
予
告
」
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
号
の
「扉
」
に
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
が
大
に
売
れ
た
と
通
知
が
来
た
。
僕
は
一
時
に
不
可
思
議
国
へ
這
入
つ
た
様
な
気
が
し
た
。
過
去
も
現
在
も
未
来
も
売
れ
な
い
と
極
め
て
し
ま
つ
て
、
ひ
と
り
さ
び
し
く
歩
ま
う
と
し
た
ア
ラ
ラ
ギ
に
神
様
が
一
寸
戯
れ
を
し
た
様
な
気
も
し
た
。
し
か
し
戯
れ
で
は
無
い
と
御
仰
る
神
様
の
み
声
が
聞
え
る
様
な
気
も
し
た
。
そ
の
時
の
問
に
張
つ
て
ゐ
た
僕
の
心
に
こ
れ
迄
に
為
尽
し
た
色
々
な
苦
労
や
ら
心
配
や
ら
が
一
時
に
湧
い
て
来
て
、
胸
が
つ
ま
る
様
な
気
持
も
す
る
。
通
知
の
ハ
ガ
キ
を
つ
く
づ
く
眺
め
な
が
ら
僕
は
巡
礼
の
子
を
思
ひ
出
し
た
。
ア
ラ
ラ
ギ
は
市
に
売
れ
た
り
茂
吉
わ
れ
直
に
嬉
し
く
飯
食
し
に
け
り
巡
礼
の
子
は
た
ら
ち
ね
の
母
た
つ
ね
國
行
き
し
か
ば
殺
さ
れ
に
け
り
巡
礼
の
子
の
柄
杓
持
つ
あ
は
れ
さ
を
泣
き
て
心
に
お
も
ほ
ゆ
る
か
も
=
=
『
赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
と
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
が
ひ
さ
し
ぶ
り
に
売
れ
て
こ
お
ど
り
す
る
茂
吉
の
気
持
ち
が
、
書
か
れ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
よ
う
に
書
く
意
味
と
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
」
の
第
一
号
と
も
な
る
べ
き
四
人
の
合
同
歌
集
『馬
鈴
薯
の
花
』
の
刊
行
を
急
ぐ
意
味
は
、
こ
の
期
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
号
の
ニ
カ
月
前
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
五
巻
第
九
号
(明
治
四
十
五
年
九
月
一
日
発
行
)
の
「
記
念
号
」
は
「
子
規
記
念
号
」
と
し
て
だ
さ
れ
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
は
廃
刊
の
予
定
で
あ
っ
た
。
が
、
島
木
赤
彦
を
中
心
と
す
る
信
濃
の
同
人
の
反
対
に
あ
い
思
い
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
何
も
彼
も
小
生
の
腑
甲
斐
な
き
た
め
に
候
へ
ど
も
、
ア
ラ
ラ
ギ
は
本
月
限
り
廃
刊
し
よ
う
と
の
議
も
有
之
候
へ
き
。
世
の
中
が
段
々
忙
が
し
く
な
り
米
も
高
く
、
一
見
呑
気
な
短
歌
雑
誌
な
ど
に
目
を
呉
れ
る
暇
が
無
く
な
つ
た
様
に
も
考
へ
ら
れ
候
へ
ば
。
な
れ
ば
、
も
つ
と
同
人
一
般
が
熱
心
に
な
り
心
も
緊
張
し
て
来
る
ま
で
一
時
休
ま
う
と
い
ふ
の
に
候
。
併
し
一
方
柿
の
村
人
を
中
心
と
せ
る
信
濃
の
同
人
は
、
今
雑
誌
を
出
す
の
は
決
し
て
無
意
義
で
は
無
い
。
餓
ゑ
て
も
出
費
す
る
と
迄
言
ひ
越
し
申
候
。
か
う
い
ふ
有
様
な
れ
ば
幾
ら
腑
甲
斐
な
き
小
生
な
れ
ば
と
て
同
人
諸
君
に
対
し
す
ま
な
い
と
存
じ
、
今
迄
と
ほ
り
雑
誌
を
継
続
し
、
先
生
は
じ
め
東
京
諸
同
人
の
御
助
力
の
も
と
に
、
会
計
編
輯
一
切
の
責
任
三
二
を
持
ち
小
泉
千
樫
柿
の
村
人
と
共
に
全
力
を
傾
け
申
す
べ
く
決
心
仕
候
。
幸
に
先
生
も
快
諾
さ
れ
毎
号
御
執
筆
の
約
有
之
候
。
(「
編
輯
所
便
」
)
茂
吉
が
書
い
た
「
編
集
所
便
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
世
の
中
の
動
向
と
資
金
繰
り
の
厳
し
さ
が
こ
の
期
に
お
け
る
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
を
「
廃
刊
」
し
よ
う
と
し
た
直
接
の
原
因
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
創
始
者
・
伊
藤
左
千
夫
と
、
若
手
の
、
島
木
赤
彦
・
斎
藤
茂
吉
た
ち
と
の
間
に
角
逐
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
二
ヶ
月
前
の
第
五
巻
第
七
号
(明
治
四
十
五
年
七
月
一
日
発
行
)
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
「
編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
に
は
、
「
左
千
夫
選
」
を
都
合
で
や
め
る
こ
と
が
、
書
か
れ
て
い
る
。
左
千
夫
先
生
は
都
合
上
本
号
よ
り
選
歌
を
お
休
み
に
相
成
り
候
へ
ば
、
当
分
の
内
編
輯
当
番
の
も
の
が
取
捨
仕
る
べ
く
候
。
小
生
等
は
選
歌
に
就
て
は
先
生
ほ
ど
の
修
練
と
力
量
と
が
無
之
、
唯
々
自
分
の
力
量
の
足
ら
ざ
る
を
歎
ず
る
の
み
に
候
。
編
輯
兼
発
行
者
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
選
」
の
選
者
で
あ
っ
た
伊
藤
左
千
夫
に
変
わ
っ
て
、
茂
吉
や
赤
彦
が
選
歌
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
よ
り
お
お
き
く
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
や
選
歌
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
発
足
当
時
か
ら
『
赤
光
』
出
版
(「
死
に
た
ま
ふ
母
」
掲
載
)
ま
で
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
「
編
輯
」
の
あ
り
方
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
を
『
赤
光
』
の
中
に
繰
り
入
れ
て
い
っ
た
茂
吉
の
意
図
を
鮮
明
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
第
一
巻
(明
治
四
十
一
年
度
)
の
編
輯
①
第
一
巻
第
一
号
(明
治
四
十
一
年
十
月
十
三
日
発
行
`
発
行
所
植
岡
短
歌
会
)
「
東
都
来
信
」
(
葯
房
)
「
東
都
来
信
(二
)
」
(
左
千
夫
)
「
埴
岡
消
息
」
(
一
)
(
二
)
(
三
)
②
第
一
巻
第
二
号
(
明
治
四
十
二
年
一
月
一
日
発
行
・
植
岡
短
歌
会
)
「
東
京
よ
り
」
(左
千
夫
)
「
埴
岡
消
息
」
(
一
)
(二
)
(三
)
③
第
一
巻
第
三
号
(明
治
四
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行
・
植
岡
短
歌
会
)
「東
京
よ
り
」
(
左
千
夫
)
「
編
輯
雑
録
(
消
息
)
」
(礎
生
)
「
阿
羅
々
木
」
は
蕨
真
一
郎
を
編
輯
発
行
人
と
し
て
、
「
明
治
四
拾
壱
年
十
月
十
三
日
」
に
「第
一
巻
第
一
号
」
が
発
行
さ
れ
た
。
前
身
に
は
根
岸
短
歌
会
の
機
関
誌
「馬
酔
木
」
が
あ
り
、
そ
の
後
を
受
け
継
い
だ
「
ア
カ
ネ
」
が
あ
っ
た
が
、
三
井
甲
之
と
伊
藤
左
千
夫
と
の
不
和
が
原
因
で
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
「
ア
カ
ネ
」
発
行
中
に
、
や
む
な
く
「
阿
羅
々
木
(
ア
ラ
ラ
ギ
)
」
の
発
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
編
集
に
あ
た
っ
て
「
本
誌
は
当
分
の
内
、
一
力
年
に
六
回
或
は
七
回
発
行
を
予
定
に
有
之
候
」
(コ
杲
告
」
)
と
し
た
が
、
三
号
目
の
「
第
一
巻
第
三
号
」
(明
治
四
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行
)
に
な
っ
て
「
本
誌
は
春
夏
秋
冬
の
四
回
発
行
と
更
め
申
候
」
(
コ
杲
告
」
)
と
改
あ
て
い
る
。
最
初
は
隔
月
刊
を
予
定
し
て
い
た
が
、
思
う
に
任
せ
ず
、
年
四
回
と
改
あ
た
も
の
の
、
第
二
巻
か
ら
、
新
た
に
「
ア
ラ
丶
ギ
」
と
誌
名
も
片
仮
名
に
変
更
し
、
東
京
都
本
所
区
茅
場
町
三
丁
目
十
八
番
地
の
伊
藤
幸
次
郎
(
伊
藤
左
千
夫
)
へ
と
移
す
の
で
あ
る
。
第
二
巻
(明
治
四
十
二
年
度
)
の
編
輯
①
第
二
巻
第
一
号
(
明
治
四
二
年
九
月
一
日
発
行
・
発
行
所
ア
ラ
丶
ギ
発
行
所
)
「
編
輯
消
息
植
岡
よ
り
」
(礎
生
)
「
比
牟
呂
同
人
に
告
ぐ
」
(
柿
の
村
人
)
「東
京
に
て
」
(純
)
②
第
二
巻
第
二
号
(明
治
四
二
年
十
月
一
日
発
行
・
ア
ラ
丶
ギ
発
行
所
)
「
消
息
」
左
千
夫
③
第
二
巻
第
三
号
(
明
治
四
二
年
十
一
月
一
日
発
行
・
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
(
1
)
(左
千
夫
)
「消
息
」
(
2
)
、(菫
湫
生
)
④
第
二
巻
第
四
号
(
明
治
四
二
年
十
二
月
一
日
発
行
・
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
三
三
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
所
)
「消
息
」
(
1
)
(左
千
夫
)
(
2
)
(千
樫
)
「
阿
羅
々
木
」
は
、
第
二
巻
第
一
号
(
明
治
四
十
二
年
九
月
一
日
発
行
)
よ
り
「
ア
ラ
丶
ギ
」
と
変
更
さ
れ
、
「
ア
ラ
丶
ギ
発
行
所
」
と
な
る
。
さ
ら
に
第
二
巻
第
三
号
(
明
治
四
十
二
年
十
二
月
一
日
)
よ
り
「
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
紙
の
字
は
(伊
藤
左
千
夫
が
書
い
た
と
さ
れ
る
)
は
、
第
四
巻
第
十
号
(
明
治
四
十
四
年
十
一
月
一
日
発
行
)
ま
で
「
ア
ラ
丶
ギ
」
と
な
り
、
第
五
巻
第
一
号
(
明
治
四
十
五
年
二
月
一
日
発
行
)
か
ら
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
と
統
一
さ
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
九
月
一
日
(
第
二
巻
第
四
号
)
発
行
の
「東
京
に
て
」
に
お
い
て
「拝
啓
『
ア
ラ
丶
ギ
』
は
今
回
面
目
を
一
新
し
て
同
人
協
力
の
下
に
東
京
に
於
て
毎
月
刊
行
の
こ
と
に
決
定
仕
り
候
」
と
若
き
同
人
で
あ
る
石
原
純
は
書
き
、
柿
の
村
人
(
島
木
赤
彦
)
は
、
「
比
牟
呂
同
人
に
告
ぐ
」
と
題
し
て
「
比
牟
呂
」
を
「
ア
ラ
＼
ギ
」
に
合
同
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
に
移
っ
て
か
ら
の
編
輯
方
針
に
つ
い
て
、
斎
藤
茂
吉
は
「
ア
ラ
丶
ギ
編
輯
の
大
体
の
方
針
は
伊
藤
左
千
夫
が
こ
れ
を
統
率
し
た
け
れ
ど
も
、
在
京
の
同
人
が
編
輯
会
議
を
開
き
、
石
原
純
、
民
部
里
静
、
小
泉
千
樫
、
山
本
菫
湫
、
斎
藤
茂
吉
等
が
順
番
に
編
輯
す
る
こ
と
に
約
束
し
た
の
で
あ
る
」
(
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
十
五
年
史
」
)
と
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
言
っ
て
い
る
。
こ
の
第
二
巻
は
、
「
九
月
」
「
十
月
」
「十
一
月
」
三
四
「
十
二
月
」
と
一
応
、
順
調
に
月
々
発
刊
さ
れ
、
編
輯
後
記
に
当
た
る
「
消
息
」
も
伊
藤
左
千
夫
を
中
心
に
、
山
本
菫
湫
、
小
泉
千
樫
が
書
い
て
い
る
。
第
三
巻
(
明
治
四
十
三
年
度
)
の
編
輯
①
第
三
巻
第
一
号
(
明
治
四
三
年
一
月
二
九
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
(千
樫
)
②
第
三
巻
第
二
号
(
明
治
四
三
年
三
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「
編
集
所
よ
り
」
(茂
吉
)
③
第
三
巻
第
三
号
(
明
治
四
三
年
四
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「
編
集
所
よ
り
」
(茂
吉
・
千
樫
)
④
第
三
巻
第
四
号
(
明
治
四
三
年
五
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「
消
息
」
(純
)
⑤
第
三
巻
第
五
号
(
明
治
四
三
年
六
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
(
ナ
シ
)
⑥
第
三
巻
第
六
号
(
明
治
四
三
年
八
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「
消
息
」
1
(左
千
夫
)
2
(文
明
)
3
(千
樫
)
⑦
第
三
巻
第
七
号
(
明
治
四
三
年
九
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「
東
京
消
息
」
(
一
)
文
明
2
/
千
樫
⑧
第
三
巻
第
八
号
(
明
治
四
三
年
十
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「信
州
消
息
」
(柿
生
)
「
消
息
」
(左
千
夫
)
「
編
集
所
よ
り
」
(千
樫
)
⑨
第
三
巻
第
九
号
(明
治
四
三
年
十
二
月
一
日
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「編
集
所
よ
り
」
(千
樫
)
明
治
四
十
三
年
度
の
第
三
巻
の
時
期
は
、
月
々
の
刊
行
を
約
束
し
た
も
の
の
、
「
二
月
」
「
七
月
」
「
十
一
月
」
が
休
刊
で
、
九
回
発
行
し
て
い
る
。
「
編
輯
後
記
」
に
あ
た
る
覧
も
「
消
息
」
「編
集
所
よ
り
」
「
東
京
消
息
」
「
信
州
消
息
」
と
、
微
妙
に
名
前
が
移
動
し
な
が
ら
小
泉
千
樫
が
五
回
、
斎
藤
茂
吉
、
伊
藤
左
千
夫
が
二
回
、
石
原
純
、
島
木
赤
彦
(柿
生
)
が
一
回
と
千
樫
を
中
心
に
書
か
か
れ
、
編
輯
事
務
が
、
伊
藤
左
千
夫
中
心
か
ら
在
京
の
若
手
に
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
四
巻
(
明
治
四
十
四
年
度
)
の
編
輯
①
第
四
巻
第
一
号
(明
治
四
十
四
年
一
月
一
日
根
岸
短
歌
会
)
「
消
息
」
其
の
一
(
左
千
夫
)
其
の
二
(
茂
吉
)
其
の
三
(
千
樫
)
②
第
四
巻
第
二
号
(明
治
四
十
四
年
二
月
一
日
根
岸
短
歌
会
)
「
編
集
所
よ
り
」
「
追
白
」
(
目
次
で
は
「消
息
」
)
(
茂
吉
)
③
第
四
巻
第
三
号
(
明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
「消
息
」
(其
一
)
「
消
息
」
(其
二
)
左
千
夫
宛
書
簡
胡
桃
沢
勘
内
「
消
息
」
(其
三
)
茂
吉
宛
書
簡
柿
の
村
人
「編
輯
所
よ
り
」
(
茂
吉
)
④
第
四
巻
第
四
号
(
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
左
千
夫
「信
濃
便
り
」
柿
人
生
「編
輯
所
便
り
」
(茂
吉
)
⑤
第
四
巻
第
五
号
(明
治
四
十
四
年
五
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
編
輯
所
便
り
」
(氏
名
ナ
シ
)
⑥
第
四
巻
第
六
号
(明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑦
第
四
巻
第
七
号
(明
治
四
十
四
年
七
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
消
息
」
(茂
吉
附
記
)
⑧
第
四
巻
第
八
号
(明
治
四
十
四
年
九
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
「
消
息
」
千
樫
八
月
二
十
日
⑨
第
四
巻
第
九
号
(明
治
四
十
四
年
十
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
消
息
一
束
」
「
編
輯
所
便
」
(
茂
吉
と
思
わ
れ
る
)
⑩
第
四
巻
第
十
号
(明
治
四
十
四
年
十
一
月
一
日
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(柿
人
)
第
四
巻
は
、
「
八
月
」
と
「
十
二
月
」
が
休
刊
で
、
十
回
発
刊
し
て
い
三
五
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
る
。
編
輯
は
斎
藤
茂
吉
が
中
心
と
な
り
「
編
集
所
便
」
を
書
い
て
い
る
。
第
四
巻
第
一
号
(
明
治
四
十
四
年
一
月
一
日
発
行
)
か
ら
発
行
所
名
が
「
根
岸
短
歌
会
」
と
変
更
さ
れ
る
が
、
続
く
、
第
四
巻
第
三
号
(
明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
発
行
)
か
ら
三
井
甲
之
(「
ア
カ
ネ
」
)
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
つ
き
、
「
東
京
根
岸
短
歌
会
」
(第
六
巻
五
号
ま
で
)
と
し
、
表
紙
(
こ
れ
は
す
で
に
第
四
巻
第
二
号
か
ら
)
に
も
、
こ
の
名
称
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
「
第
四
巻
第
八
号
」
で
正
岡
子
規
十
周
年
記
念
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
記
念
号
」
の
大
冊
を
出
し
、
つ
づ
く
「
第
四
巻
第
九
号
」
で
「
以
後
の
原
稿
整
理
を
小
泉
千
樫
に
依
頼
い
た
し
候
」
と
言
い
、
茂
吉
か
ら
千
樫
へ
と
編
輯
が
移
っ
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
第
五
巻
(
明
治
四
十
五
年
度
)
の
編
輯
①
第
五
巻
第
一
号
(
明
治
四
十
五
年
一
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(
左
千
夫
・
文
明
記
)
「
編
輯
所
便
」
(
茂
吉
と
思
わ
れ
る
)
②
第
五
巻
第
二
号
(明
治
四
十
五
年
二
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
消
息
(茂
吉
宛
書
簡
)
」
柿
人
「
編
輯
所
便
」
(千
樫
)
)
③
第
五
巻
第
三
号
(明
治
四
十
五
年
三
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「
消
息
」
(
一
)
二
月
一
五
日
夜
柿
人
(
二
)
(千
樫
)
三
六
④
第
五
巻
第
四
号
(明
治
四
十
五
年
四
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑤
第
五
巻
第
五
号
(明
治
四
十
五
年
五
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(千
樫
)
⑥
第
五
巻
第
六
号
(明
治
四
十
五
年
六
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
(ナ
シ
)
⑦
第
五
巻
第
七
号
(明
治
四
十
五
年
七
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑧
第
五
巻
第
八
号
(明
治
四
十
五
年
八
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(千
樫
)
⑨
第
五
巻
第
九
号
(明
治
四
十
五
年
九
月
一
日
発
行
記
念
号
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑩
第
五
巻
第
十
号
(明
治
四
十
五
年
十
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑪
第
五
巻
第
十
一
号
(明
治
四
十
五
年
十
一
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
第
五
巻
は
、
「十
二
月
」
を
休
刊
し
た
だ
け
で
、
十
一
回
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
編
輯
は
小
泉
千
樫
が
中
心
で
「消
息
」
を
書
き
、
斎
藤
茂
吉
が
お
ぎ
な
う
か
た
ち
の
と
き
は
「編
集
所
便
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
五
巻
第
五
号
(明
治
四
十
五
年
五
月
一
日
)
発
行
の
「消
息
」
で
「本
号
は
土
屋
文
明
氏
編
輯
せ
ら
れ
」
と
あ
り
、
こ
の
号
よ
り
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
「左
千
夫
選
」
の
欄
が
な
く
な
る
。
ま
た
こ
の
号
で
「拝
復
、
と
て
も
逢
つ
て
話
さ
な
く
て
は
駄
目
だ
」
と
、
伊
藤
左
千
夫
は
「柿
の
村
人
君
へ
」
を
載
せ
、
赤
彦
、
茂
吉
等
の
若
手
と
の
確
執
が
表
面
化
し
て
く
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
章
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
第
五
巻
第
九
号
(明
治
四
十
五
年
九
月
一
日
発
行
)
の
子
規
没
後
、
満
十
年
を
記
念
と
し
た
「
記
念
号
」
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
廃
刊
を
決
意
し
た
も
の
の
、
赤
彦
を
始
め
信
州
同
人
に
よ
っ
て
引
き
と
ど
め
ら
れ
、
以
降
「
ア
ラ
ラ
ギ
編
輯
所
を
当
分
の
内
東
京
市
赤
坂
区
青
山
南
町
五
丁
目
八
十
一
番
地
斎
藤
茂
吉
方
」
(「
告
」
)
に
置
き
、
そ
の
他
の
雑
務
に
関
す
る
一
切
を
「
東
京
都
本
所
区
緑
町
三
丁
目
三
十
番
地
石
井
方
小
泉
幾
太
郎
方
」
で
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
五
巻
第
十
一
号
(明
治
四
十
五
年
十
一
月
一
日
)
の
「
編
輯
所
便
」
で
茂
吉
は
「何
の
彼
の
と
申
し
て
ゐ
る
中
に
今
年
も
十
一
月
に
相
成
申
候
。
ア
ラ
ラ
ギ
は
例
年
の
通
り
に
す
れ
ば
十
二
月
は
休
刊
に
候
へ
ど
も
本
年
は
或
は
十
二
月
号
は
発
行
す
る
か
も
知
れ
ず
候
。
こ
れ
は
未
定
に
御
座
候
」
と
、
一
年
十
二
回
の
刊
行
の
希
望
す
ら
、
述
べ
て
い
る
。
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
第
六
巻
(大
正
元
年
・
大
正
二
年
度
)
の
編
輯
①
第
六
巻
第
一
号
(大
正
元
年
十
二
月
二
十
六
日
印
刷
納
本
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
く
さ
ぐ
さ
」
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
②
第
六
巻
第
二
号
(大
正
二
年
二
月
一
日
特
別
号
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
③
第
六
巻
第
三
号
(大
正
二
年
三
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「編
輯
所
便
」
(千
樫
)
④
第
六
巻
第
四
号
(大
正
二
年
四
月
一
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(千
樫
)
⑤
第
六
巻
第
五
号
(大
正
二
年
六
月
十
五
日
発
行
東
京
根
岸
短
歌
会
)
「消
息
」
(小
泉
千
樫
)
⑥
第
六
巻
第
六
号
(大
正
二
年
七
月
一
日
発
行
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
(赤
彦
)
「編
輯
所
便
」
(茂
吉
)
⑦
第
六
巻
第
七
号
(大
正
二
年
八
月
一
日
発
行
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
(赤
彦
)
「編
輯
所
便
」
(署
名
な
し
)
⑧
第
六
巻
第
八
号
(大
正
二
年
九
月
一
日
発
行
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「編
輯
所
便
」
(千
樫
)
⑨
第
六
巻
第
九
号
(大
正
二
年
十
月
一
日
発
行
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
赤
彦
「編
輯
所
便
」
(千
樫
)
三
七
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
⑩
第
六
巻
第
十
号
(大
正
二
年
十
一
月
十
五
日
発
行
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
)
「消
息
」
赤
彦
「消
息
」
茂
吉
「編
輯
所
便
」
(千
樫
)
第
六
巻
の
大
正
二
年
度
は
、
「
五
月
」
と
「
十
二
月
」
を
休
刊
し
、
十
回
発
刊
し
て
い
る
。
編
輯
は
小
泉
千
樫
が
中
心
で
し
て
い
た
が
、
遅
刊
が
ち
の
た
め
「
五
月
号
の
休
刊
、
六
月
号
の
遅
刊
は
何
と
も
申
訳
の
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
(中
略
)
八
月
号
以
下
は
小
泉
千
樫
君
が
専
念
に
編
集
し
て
呉
れ
ま
す
。
本
月
号
は
致
し
方
な
く
私
が
編
集
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
(「
編
集
所
便
」
茂
吉
記
)
と
書
き
、
斎
藤
茂
吉
が
お
ぎ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
二
年
七
月
一
日
発
行
(第
六
巻
第
六
号
)
の
六
号
か
ら
編
集
権
発
行
者
で
あ
っ
た
伊
藤
左
千
夫
か
ら
小
泉
幾
太
郎
と
な
り
、
発
行
所
名
も
「
ア
ラ
ラ
ギ
発
行
所
」
と
な
り
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
は
金
銭
が
欠
乏
し
た
為
め
に
継
続
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
其
で
爾
後
は
根
岸
短
歌
会
は
会
員
組
織
に
し
て
永
く
ア
ラ
ラ
ギ
の
発
行
を
継
続
し
よ
う
と
思
ひ
ま
す
」
と
会
員
組
織
に
す
る
事
を
予
告
し
て
い
る
。
そ
の
直
後
、
伊
藤
左
千
夫
が
急
逝
し
、
八
月
一
日
発
刊
の
第
六
巻
第
七
号
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
扉
で
「大
正
二
年
七
月
三
十
日
伊
藤
左
千
夫
先
生
逝
く
」
と
通
知
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
九
月
一
日
発
行
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
し
に
「死
に
た
ま
ふ
母
」
の
五
十
六
首
の
連
作
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
雑
誌
の
編
集
は
、
茂
吉
の
第
六
巻
第
一
号
(大
正
元
三
八
年
十
二
月
二
十
六
日
納
本
大
正
二
年
一
月
一
日
発
行
)
の
「
編
輯
所
便
」
を
見
る
限
り
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
日
程
で
原
稿
が
集
め
ら
れ
、
「
編
輯
」
が
な
さ
れ
、
「
編
輯
所
便
」
や
「
消
息
し
が
印
刷
寸
前
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
今
月
号
の
編
輯
は
十
二
月
九
日
午
前
三
時
半
に
お
わ
り
申
候
。
小
泉
中
村
両
君
に
手
伝
つ
て
も
ら
ひ
候
。
編
輯
中
一
番
鶏
が
鳴
き
、
編
輯
終
り
て
握
り
飯
な
ど
食
べ
、
枕
を
寄
せ
て
の
び
の
び
致
し
候
時
し
ば
ら
く
し
て
二
番
鶏
が
鳴
き
候
。
歌
の
原
稿
は
十
一
月
廿
日
に
締
切
り
そ
れ
以
後
の
は
悉
く
二
月
號
に
回
し
候
。
そ
れ
か
ら
投
稿
締
切
は
毎
月
五
日
と
相
定
め
申
候
。
編
輯
人
が
一
般
に
野
呂
間
の
た
め
整
理
が
手
間
取
り
候
事
と
、
今
ま
で
の
様
に
遅
刊
ば
か
り
し
て
は
、
相
す
ま
な
い
と
存
じ
て
右
様
相
定
め
た
る
次
第
に
御
座
候
。
(茂
吉
)
「
投
稿
締
切
」
を
「
毎
月
五
日
」
と
し
、
コ
一月
号
の
ア
ラ
ラ
ギ
歌
壇
投
稿
締
切
は
大
正
二
年
一
月
五
日
に
い
た
し
候
」
と
更
に
念
を
押
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
月
号
」
の
「編
輯
所
便
」
の
書
か
れ
た
最
後
の
日
は
「
十
二
月
九
日
午
前
三
時
半
」
で
、
納
本
さ
れ
る
「
二
十
三
日
前
」
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
二
『
赤
光
』
の
編
纂
第
一
歌
集
『
赤
光
』
(大
正
二
年
十
月
十
五
日
東
雲
堂
書
店
刊
)
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
、
次
の
よ
う
な
編
纂
過
程
に
於
け
る
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
載
っ
た
「広
告
」
や
「
消
息
」
「
編
輯
所
便
」
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
測
で
き
る
。
最
初
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
第
五
巻
第
十
一
号
(
大
正
元
年
十
一
月
一
日
)
発
行
に
、
突
如
と
し
て
、
「近
刊
予
告
」
と
し
て
載
る
。
(
1
)
斎
藤
茂
吉
・
柿
乃
村
人
・
中
村
憲
吉
・
小
泉
千
樫
土
ハ著
『
馬
鈴
薯
の
花
』
(発
行
所
・
刊
行
予
定
の
日
付
け
ナ
シ
)
雪
降
れ
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
と
胡
桃
の
黒
き
美
の
土
に
つ
く
な
し
い
ま
別
れ
な
む
(茂
吉
)
山
に
し
て
虫
な
く
な
べ
に
峡
の
底
家
も
し
づ
み
て
ゆ
く
こ
丶
ち
か
も
(柿
人
)
谷
の
奥
に
蒼
く
消
ゆ
べ
き
旅
の
身
を
す
ず
ろ
は
か
な
く
か
へ
り
見
に
け
り
(憲
吉
)
小
春
日
の
林
を
入
れ
ば
落
葉
焚
く
に
ほ
ひ
沁
み
く
も
け
む
り
は
見
え
ず
(千
樫
)
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
こ
の
よ
う
に
、
茂
吉
の
最
初
の
歌
集
は
『
赤
光
』
で
は
な
く
四
人
共
著
の
『
馬
鈴
薯
の
花
』
と
し
て
構
想
さ
れ
て
「
雪
降
れ
ば
ほ
ろ
ほ
ろ
と
胡
桃
の
黒
き
美
の
土
に
つ
く
な
し
い
ま
別
れ
な
む
(茂
吉
)
」
の
一
首
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
号
の
第
六
巻
第
一
号
(大
正
元
年
十
二
月
一
日
)
発
行
の
「
編
輯
所
便
」
で
「
小
生
等
の
歌
集
は
必
ず
発
行
致
す
べ
く
候
」
と
茂
吉
自
身
も
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
後
、
こ
の
四
人
合
著
の
『
馬
鈴
薯
の
花
』
の
広
告
は
載
せ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
第
六
巻
第
三
号
(
大
正
二
年
三
月
一
日
発
行
)
の
「編
輯
所
便
」
で
、
小
泉
千
樫
が
「
馬
鈴
薯
の
花
は
都
合
に
よ
つ
て
柿
の
村
人
と
中
村
憲
吉
と
二
人
だ
け
の
合
著
で
出
す
。
こ
れ
を
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
の
第
一
篇
と
し
て
順
次
二
篇
三
篇
と
出
す
筈
で
あ
る
。
馬
鈴
薯
の
花
は
立
派
な
気
持
の
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
中
村
が
苦
心
し
て
居
る
。
三
月
中
に
は
出
る
だ
ら
う
と
思
ふ
」
と
、
四
人
合
著
か
ら
「柿
の
村
人
」
と
「中
村
憲
吉
」
の
二
人
の
合
著
に
な
る
と
の
変
更
が
告
げ
ら
れ
「
五
月
号
」
が
休
刊
と
な
り
、
第
六
巻
第
五
号
(大
正
六
年
六
月
十
五
日
発
行
)
に
、
次
の
よ
う
な
「広
告
」
が
出
る
。
(
H
)
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
一
篇
『馬
鈴
薯
の
花
』
久
保
田
柿
人
・
中
村
憲
吉
合
著
・
平
福
百
穂
装
画
■
四
六
版
二
百
五
十
頁
歌
数
六
百
五
十
首
三
九
『赤
光
』
の
編
纂
と
「ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
■
定
価
金
八
十
五
銭
送
料
金
八
円
■
六
月
二
十
五
日
日
製
本
出
来
発
行
所
東
京
日
本
橋
区
槍
物
町
九
番
地
東
雲
堂
書
店
近
刊
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
二
篇
『屋
上
の
石
』
小
泉
千
樫
著
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
三
篇
『赤
光
』
斎
藤
茂
吉
著
そ
の
第
六
巻
第
五
号
の
「
編
輯
所
便
」
で
小
泉
千
樫
は
、
「
五
月
号
は
と
う
と
う
休
刊
し
ま
し
た
。
六
月
号
は
う
ん
と
立
派
に
し
て
必
ず
一
日
に
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
つ
て
居
り
ま
し
た
の
に
又
又
大
遅
刊
を
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
と
云
い
、
「
五
月
号
」
を
休
刊
し
た
上
で
、
更
に
六
月
一
日
発
行
で
な
く
、
一
月
半
ぶ
り
の
六
月
十
五
日
の
発
行
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
ア
ラ
ラ
ギ
は
来
月
か
ら
会
員
組
織
に
し
ま
す
」
と
言
い
、
こ
こ
で
も
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
大
き
な
転
機
が
来
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
馬
鈴
薯
の
花
も
い
よ
い
よ
今
月
中
に
は
出
来
ま
す
」
と
言
う
と
こ
ろ
に
ま
で
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
続
く
「
第
六
巻
第
六
号
」
(大
正
二
年
七
月
一
日
発
行
)
の
「
編
輯
所
便
」
で
、
斎
藤
茂
吉
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
の
第
一
編
、
『
馬
鈴
薯
の
花
』
は
愈
発
行
に
な
つ
た
。
柿
の
村
人
、
中
村
憲
吉
両
君
の
合
著
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
同
人
は
今
迄
歌
集
な
四
〇
ど
は
出
さ
な
か
つ
た
。
然
し
自
分
の
作
物
は
出
来
る
事
な
ら
一
冊
に
し
て
纏
め
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。
今
迄
も
屡
々
根
岸
短
歌
会
歌
集
と
い
ふ
や
う
な
も
の
・
発
行
が
企
て
ら
れ
た
が
実
行
の
段
に
な
る
と
な
か
な
か
六
か
敷
く
、
中
止
さ
れ
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
挙
は
わ
れ
わ
れ
の
実
行
の
第
一
歩
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
秀
で
た
歌
集
は
沢
山
に
あ
る
。
け
れ
ど
も
『
馬
鈴
薯
の
花
』
の
歌
は
又
縦
し
微
か
で
あ
ら
う
と
も
特
有
の
色
と
光
と
を
有
つ
て
ゐ
る
。
世
の
短
歌
愛
好
者
に
是
非
一,度
は
読
ん
で
頂
き
た
い
。
そ
し
て
精
読
し
て
頂
き
た
い
。
わ
れ
等
は
歌
の
界
の
巡
礼
で
あ
る
。
『
馬
鈴
薯
の
花
』
の
歌
に
対
す
る
讃
詞
に
ま
れ
痛
詈
の
詞
に
ま
れ
、
皆
尽
く
有
難
き
喜
捨
で
あ
る
。
願
は
く
は
こ
の
喜
捨
を
惜
ま
ず
に
頂
き
た
い
」
と
言
い
丶
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
の
第
二
編
と
し
て
、
小
泉
千
樫
君
の
『
屋
上
の
土
』
は
今
年
の
九
月
か
十
月
に
発
行
す
る
。
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
の
第
三
編
と
し
て
僕
の
「
赤
光
」
は
来
年
の
正
月
頃
発
行
す
る
。
(茂
吉
記
)
と
宣
言
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
月
後
の
「
第
六
巻
第
七
号
」
(大
正
二
年
八
月
一
日
発
行
)
で
、
次
の
よ
う
に
、
「
広
告
」
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
(皿
)
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
一
篇
『馬
鈴
薯
の
花
』
久
保
田
柿
人
・
中
村
憲
吉
合
著
・
平
福
百
穂
装
画
■
四
六
版
二
百
五
十
頁
歌
数
六
百
五
十
首
■
定
価
金
八
十
五
銭
送
料
金
八
円
■
六
月
二
十
五
日
日
製
本
出
来
発
行
所
東
京
日
本
橋
区
槍
物
町
九
番
地
東
雲
堂
書
店
近
刊
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
二
篇
『赤
光
』
斎
藤
茂
吉
著
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
三
篇
『屋
上
の
石
』
小
泉
千
樫
著
す
な
わ
ち
、
「
来
年
の
正
月
頃
発
行
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
『
赤
光
』
が
急
遽
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
二
篇
」
に
な
り
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
三
篇
」
に
小
泉
千
樫
の
『
屋
上
の
土
』
が
下
ろ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
号
の
「
編
輯
所
便
」
で
千
樫
は
、
「
『
馬
鈴
薯
の
花
』
は
七
月
の
初
め
に
市
に
で
た
」
と
言
い
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
の
第
二
篇
は
僕
の
「
屋
上
の
土
」
を
出
す
つ
も
り
で
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
茂
吉
君
の
「
赤
光
」
の
方
が
先
き
の
原
稿
が
ま
と
ま
り
さ
う
で
あ
る
か
ら
『
赤
光
』
を
第
二
篇
と
し
て
出
す
『
赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
こ
と
に
し
ま
し
た
。
十
月
一
日
に
は
必
ず
発
行
出
来
る
だ
ら
う
思
ふ
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
茂
吉
は
、
「短
歌
雑
論
」
(
15
)
で
最
初
は
『
赤
光
』
は
ゆ
つ
く
り
時
を
費
し
て
纏
め
る
考
へ
で
あ
つ
た
が
此
様
な
有
様
で
あ
る
か
ら
一
刻
も
は
や
く
葬
つ
て
仕
舞
ひ
た
い
。
急
拵
で
も
よ
い
か
ら
こ
の
夏
休
に
原
稿
に
し
て
仕
舞
ふ
。
而
し
て
其
の
厭
な
歌
も
皆
兎
に
角
集
め
て
見
る
つ
も
り
だ
。
(千
樫
へ
)
と
書
き
、
「
夏
休
み
」
に
『
赤
光
』
の
原
稿
を
ま
と
め
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
矢
先
の
大
正
二
年
七
月
三
十
日
に
、
伊
藤
左
千
夫
が
没
し
、
同
号
の
扉
に
大
正
二
年
七
月
三
十
日
伊
藤
左
千
夫
先
生
逝
く
が
黒
枠
に
は
め
ら
れ
て
掲
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
W
)
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
二
篇
『
歌
集
赤
光
』
斎
藤
茂
吉
著
及
装
順
四
一
『赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
柑
子
の
実
…
…
木
下
杢
太
郎
画
東
京
都
日
本
橋
区
檜
物
町
九
番
地
通
草
の
花
…
…
平
福
百
穂
画
東
雲
堂
発
行
佛
頭
…
…
木
下
杢
太
郎
画
十
月
一
日
発
行
定
価
金
九
拾
銭
送
費
八
銭
斎
藤
君
が
明
治
三
十
八
年
始
め
て
左
千
夫
先
生
に
歌
を
見
て
貰
つ
た
時
か
ら
大
正
二
年
七
月
三
十
日
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
ま
で
の
作
凡
そ
九
百
首
を
蒐
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
か
ら
見
る
と
厭
な
歌
や
ひ
ど
い
歌
が
随
分
多
い
け
れ
ど
も
兎
に
角
皆
蒐
あ
て
お
い
た
、
さ
う
し
て
早
く
醜
い
自
分
を
葬
つ
て
仕
舞
ひ
た
い
、
吾
々
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
と
作
者
は
云
つ
て
居
る
。
然
し
こ
の
作
者
は
初
め
か
ら
著
し
く
特
色
の
あ
る
み
つ
か
ら
の
歌
を
作
つ
て
居
た
。
人
の
追
随
を
許
さ
な
い
作
者
み
つ
か
ら
の
道
を
ひ
と
り
ぐ
ん
ぐ
ん
歩
い
て
来
ら
れ
た
。
作
者
が
そ
の
特
色
あ
る
み
つ
か
ら
の
國
を
如
何
に
開
拓
し
進
ん
で
来
た
か
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
吾
々
読
者
に
は
甚
だ
興
味
の
あ
り
、
利
益
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
装
幀
は
赤
と
金
と
で
甚
だ
気
持
の
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
木
下
さ
ん
と
平
福
さ
ん
と
の
い
丶
画
が
は
四
二
ひ
つ
て
居
る
。
十
月
一
日
に
は
、
必
ず
製
本
出
来
る
。
(千
樫
)
第
六
巻
第
八
号
(大
正
二
年
九
月
一
日
発
行
)
に
は
、
ア
ラ
ラ
ギ
叢
書
第
二
篇
『
歌
集
赤
光
』
の
「
広
告
」
が
、
一
ペ
ー
ジ
を
つ
か
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
同
号
の
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
誌
上
に
は
、
二
か
ら
四
ペ
ー
ジ
に
生
母
い
く
の
死
を
詠
っ
た
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
の
連
作
五
十
六
首
が
、
さ
ら
に
伊
藤
左
千
夫
の
死
を
詠
っ
た
「
悲
報
来
」
八
首
が
、
「
屋
上
に
石
」
八
首
が
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
六
巻
第
十
一
号
(大
正
二
年
十
一
月
一
日
発
行
)
の
「
伊
藤
左
千
夫
追
悼
号
」
の
「
消
息
」
で
「
『
赤
光
』
も
い
よ
い
よ
出
る
。
木
下
杢
太
郎
、
平
福
百
穂
の
二
氏
に
は
非
常
に
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
僕
の
崇
敬
し
て
ゐ
る
方
方
だ
か
ら
大
に
気
持
が
よ
い
。
(中
略
)
『赤
光
』
に
は
君
に
も
内
証
の
歌
が
三
十
首
ば
か
り
あ
る
。
然
し
総
じ
て
僕
自
身
あ
ま
り
気
乗
が
し
な
い
の
だ
。
(千
樫
宛
)
」
と
、
小
泉
千
樫
宛
の
書
簡
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
「
編
集
所
便
」
で
、
「斎
藤
君
の
『
赤
光
』
も
い
よ
い
よ
出
た
」
(千
樫
記
)
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紆
余
曲
折
の
編
纂
過
程
を
経
て
、
『
赤
光
』
は
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
赤
光
』
の
編
輯
に
つ
い
て
藤
岡
武
雄
氏
は
「
『赤
光
』
の
初
出
異
動
を
調
べ
て
み
る
と
、
大
正
元
年
十
二
月
ま
で
の
作
品
に
は
、
ほ
と
ん
ど
遂
行
、
改
作
の
あ
と
が
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
作
品
に
は
い
ど
う
が
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
」
(
『
年
譜
斎
藤
茂
吉
伝
』
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
四
人
合
著
の
『
馬
鈴
薯
の
花
』
の
「
広
告
」
が
出
さ
れ
て
か
ら
、
(
1
)
～
(
W
)
の
よ
う
に
四
回
に
も
わ
た
る
構
想
の
変
換
を
し
、
最
後
の
(
W
)
の
段
階
に
お
い
て
、
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
と
冒
頭
の
「
悲
報
来
」
を
組
み
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
初
の
構
想
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
名
編
『
赤
光
』
は
出
来
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
『
赤
光
』
の
編
纂
と
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
輯
四
三
